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概 要
ウェル型 Nal(Tl)およ びスキャナーの Nal(Tl)シンチレーショ ン検出器を用いて，同時計数を利用し
た12sIの絶対測定法の精度とその核医学検査への応用の可能性を基礎的に検討した。
ウェル型 Nal検出器を用いた絶対測定法による 12sIの放射能測定値は，試料容器の違いや容鑓の変化
C 0.1~ 5 ml)に対して土 396以内の変動しか示さず，従来の比較測定より測定条件の変化の影瑠ははるか
に少なかった。スキャナーのNal検出器による大容醤の12sI試料の測定においては，試料の容砿が増加す
るにつれて 1251から放出されるぃ X線の吸収も大になり，絶対測定法による測定値も減少した。直径 130

















本研究においては，ウ ェル型 NaI(Tl) シンチレー ションカ ウンタによる試験管内試料およ
びスキャナーの NaI(Tl)検出器に よる大容星の試料における 125I絶対測定法の精度を検討し，
その核医学検査への応用について考察した。
2.絶対測定法の理論
呵は 100彩軌道電子捕獲 (EC)によって崩壊し， 12sTeの励起状態（エネルギー準位 ：35
keV)に変わる。その後， 内部転換 (80彩）あるいは 35keVの r線を放出して 12sTeの華底
状態へ変化する。 ECの結果 27.4と31keVの KX線（これらの photonをX1と呼ぶ）が
放出され，これ らX1と35keVの r線あるいは内部転換の結果生ずる KX線（これらのphoton
をX2と呼ぶ）がある割合で同時計数される。




































AI : Singles peak 
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Fig. 1 125! gamma-ray spectrum obtained with 
wel type Na! (Tl) scintilation counter 
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A,=No[P心 (l-P心 ）＋P心 (l-P心 ）］………（1) 
ふ＝NoPぶ ala2 •• •…(2) 
ただし， P1:凡 の放出率， P2: x2の放出率， a1:X1の計数効率，a2: x2の計数効率，
No:線源の崩懐率 (dpsor dpm)である。
X1とふ の photonのエネルギーはほぼ同 じであり，実質的に a1とa2は等 しい とみなすこ
とができる。 a1=a,=aとすると（1),(2)の式は次のように変換できる。
Al =No[ （P1 +P2) a-2Pぶぷ］………（3)
ふ＝NoP1Pぷ………(4)
(3), (4)式から計数効率 a を消去すると ，
Pぶ (A,+2Aザ
No = •・・・ ・・ ・・・ (5)
(Pげ P2)2 AII 
となる。
3) 









実験には 3in.¢ x2in.のウェル型NaI(Tl) シンチレーション検出器と 5in.¢X2in.の円筒
型NaI(Tl) シンチレ ーション検出器 （スキャ ナーの検出器）にマルチチャネル波高分析器 (1024
channel)を接続した測定器を用いた。試料容器は通常外径 14mmのプラス チック試験管およ
び 130mm¢ X 77 mm のプラスチックタッパー容器を用いた。
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4. 結 果





Table 1 Effect of sample volume on absolute 
and comparative measurement of 125! 
Volume Absolute Comparative 
measurement measurement 
(ml) (μCi) (μCi) 
0. 1 5 06 X 10-2(1) 4.93 X 10-2(1) 
1.0 5.13 X 10-2(1.014) 4.87 X 10―2(0 988) 
2.0 5.13 X 10-2(1.014) 4.82 X 10-2(0 978) 
3.0 5.12 X 10-2(1.012) 4.75X 10-2(0.963) 
4.0 5.09 X 10-2(1 006) 4 63X 10-2(0 939) 

















Table 2 Effect of various kinds of sample vessels 
on absolute and comparative measurement of 125I 
Test tu be Absolute Comparative 
measurement measurement 
(mm-dia) (X 10-• μCi) (x10-•µCi) 
Plastic (14) 202土1.4(1) 192士08(1) 
Plastic (10) 201土2.6(0.995) 193土2.3(1.005)
Glass (13) 199士1.7(0.985) 149士09(0776)
Glass (10) 200士2.1(0990) 157士45(0.82) 
Sample volume: 1 ml 




4.2 スキ ャナ ーの NaI(Tl)検出器による 125IO)絶対測定
Table 3に 125I点線源と検出器間の距離の絶対測定と 比較測定値におよぼす影靱を検討
した結果を示 した。Al, Anは 125Iの r線スペク トルの それぞれの光電ヒ°ークの計数率，
ふ ／A! は2つのヒ°ークの大きさの比率を表 し， Noは(6)式で計算された絶対測定値 (dpm)を
示 している。比較測定値は Ar+A11の計数率 (cpm)で表した。比較測定においては，線源と
検出器間の距離が大になるにつれて測定値は減少 し， 5cmの距離では距離 0の場合の値に対
して50彩以下に減少した。一方，絶対測定においては距離の影聘を受けにく <,5cmの距離




Table 3 Effect of source -to -detector distance on 
absolute and comparative measurement of125I 
Distance AI An 







0.. . 2.06 
(on detec.) 



























1. 31 (0. 56) 
1.10(0.47) 
＊釦＋ Al1 
Table 4 Effect of depth of water on absolute and 





































* A1 + An 
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